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１９９９，pp．１３－１４，４２－７５；津村 ２０００，p．４５；瀬戸 ２００１，p．８６［久留 米］；横 田 ２００２，pp．１０１，１０３－１０４，
１０６－１０８，１１０，１１６，１１８－１１９，１２１，１２３；久留米収容所 ２００３，pp．４０，４２，４７－８３；松尾 ２００３（ａ），pp．４４，






１１６；久留米収容所 ２００３，pp．６２，１５３－１５４；松尾 ２００３（ａ），pp．４７，６９；瀬戸 ２００３，p．１２９；松尾 ２００４（ａ），
第２節（Ａ）①（１２）を参照．フォークトは１８年７月に久留米で，第４楽章を除く「第九」演奏を指揮した．日本居住許
可俘虜 １９２０は彼を，「一般帰還船出発前予メ日本ニテ解放者」としている．






（注１１）Reporter aus Japan 1986.
（注１２）Untergang von Tsingtau 1969 ; Tsingtau−Veteran 1983 ; Beethovens Neunte 1983 ; Kriegsgefangener 1987. 以上の記事は
すべて，板東に１「収容所管弦楽団」が創設された，と述べている．
（注１３）Musik und Liebe 1983.  板東の「ドイツ牧舎」を指導したフランツ・クラウスニッツァー（１８９２－１９５５）につ
いて，松尾 ２００２（ｃ）；松尾 ２００２（ｄ）；瀬戸 ２００３，p．４８；松尾 ２００４（ａ），第２節（Ｄ）①（５）を参照．
（注１４）Kriegsgefangener 1987.
（注１５）Untergang von Tsingtau 1969.
（注１６）Von Bautzen nach Lüdenscheid 1956. クライと似通った体験をした捕虜がいた．「ドイツ牧舎」の指導者クラウ
スニッツァーである．第３海兵大隊第２中隊，丸亀収容所，板東収容所，第二次大戦後のバウツェン収容所が両人の
共通項である．
（注１７）Untergang von Tsingtau 1969.
（注１８）Untergang von Tsingtau 1969.






所 ２０００，p．１０３；瀬戸 ２００１，p．８３；横田 ２００１，p．４６．また，久留米収容所でもすでに１９年１２月に「第九」が全
曲演奏された．久留米収容所 １９９９，pp．７６，７８；瀬戸 ２００１，p．８６；横田 ２００１，pp．１１８－１１９；久留米収容所
２００３，pp．４１，８３；瀬戸 ２００３，p．７１．






（注２３）Untergang von Tsingtau 1969 ; Altes Gefangenenlager 1970 ; Letzter Veteran 1984.なお，Kriegsgefangener １９８７の表現
では，日本人〈軍人〉の多くは，プロイセンの教官から指導されていたので，ドイツ人に恩がある，と感じていた．
（注２４）Musik und Liebe 1983.
（注２５）クライが大阪収容所に収容されたことはない．瀬戸 ２００１，p．１００；瀬戸 ２００１，p．７９を参照．なお，Letzter


















（注２７）Reporter aus Japan 1986 ; In diesem Kreise 1986 ; Glückwünsche 1987.
（注２８）Tsingtau−Kämpfer １９７２（クライは１９１９年のクリスマスにドイツに到着した，とも記されている．これは誤りで
ある）；Fernsehteam 1982 ; Beethovens Neunte 1983 ; Letzter Veteran 1984.
（注２９）Kriegsgefangener 1987.






















７５９，７６１－７６２；冨田 １９９１，pp．１６６－１７２；林 １９９３，pp．９３－９５，１１７；板東収容所 ２０００，pp．４１－４２；瀬戸









































































ルクで１８７９年に生まれた．彼が Taiyanfu, Provinz Shansiで１９３７年に死亡した旨，Yientsin（中国）のド
イツ総領事館がアナベルク市に通知してきた．（）次男ゲオルク・ルードルフ・アーダルベルト・ゲ
プフェルトは１８８２年に生まれ，１９３３年に没した． ミヒャエル・ラウック博士の教示によれば，上















Hoffmann & Wedekind China Co., Mukden（奉天，現瀋陽），San Djin Souである．この会社（中国名華
惠洋行）は，ハンブルクと天津を拠点として，中国に機械を輸入する企業であり，３人の共同経営者
の１人がゲプフェルトであった．彼の記載は同誌，１９３５／３６年で終わった．その時には North−Western
































































































































（注１２）ADO１９２６／２７，S．１０８，１７０；ADO１９３５／３６，S．１３０．後者の項目は Göpfert, Dr.−Ing. A. und Frau O. となってい
る．したがって，ゲプフェルトの妻の名は O. であった．それに対して，１９２６／２７年版（S．１７０）では，項目が





















































































































































































































（注４）以上について，和洋大音楽会番組 １９１９；才神 １９６９， p．１７５；鳴門市史 １９８２，pp．７５２－７５４，７５９－７６５，
７７５，７８１；林 １９８２，pp．１５４，１５８－１６２，２３５；鳴門教育大学 １９９０，pp．９４－９５，９７；冨田 １９９１，pp．１６７－１７２，
３１３－３１４，17，29－30；富田製薬 １９９２，p．９１；林 １９９３，pp．９０－９３，９６－９７，１１７，１４０－１４４，１９６－１９８，２１２；
板東収容所 ２０００，pp．４１－４４，５９－６１，７８，９２－１１５；習志野収容所 ２００１，p．６０；瀬戸 ２００１，p．７３［丸亀→板
東］；園田 ２００２－；横田 ２００２，pp．２７，２９，３３－３５，３９－４６，５３－７２，７６－８５，１３３， － ；板東収容所研





















（注１１）俘虜患者解放表 １９２０；松尾 ２００２（ａ），p．１５；瀬戸 ２００３，p．５４．
（注１２）徳島市医師会史 １９９４，pp．１９４－２２９；松尾 １９９８（ｂ），p．１９２；松尾 ２００２（ａ），p．１５；瀬戸 ２００３，p．１４２．

























多い１４０人ないし２９５人を，特例俘虜解放表 １９１９，日本残留ドイツ俘虜 １９１９，日本居住許可俘虜 １９２０，特例俘虜
引渡表 １９２０，『俘虜ニ関スル書類（１）』（第１章第６節），瀬戸 ２００３（p．３４）は日本残留者としている．松尾 ２００２
（ａ），p．９を参照．第２に，神戸で喜福丸に乗船したのは，「４，８００人」でなく，９４１人（オーストリア・ハンガリー兵

























（注２４）Beethovens Neunte 1983 ; Kriegsgefangener 1987.
（注２５）園田 ２００２（２）；板東収容所研究 ２００３，p．５２． 上海管弦楽団の副指揮者であり，習志野でも管弦楽団指揮
者として活躍したハンス・ミリエスは，ダーゲビュルで１８８３年に生まれ，ベルリーンの音楽学校でヴァイオリンを学
んだ．習志野収容所 ２００１，p．６１；榎本 ２００３，p．１１０．さらに，松尾 ２００４（ａ），第２節（Ｄ）②（８）を参照．この
ミリエスと本節（注２１）のオットー・レーマンとは，音楽学校で教育を受けた音楽専門家であった．徳島と板東で楽団
を指揮したヘルマン・ハンゼンは，グリュックスブルクで１８８６年に生まれ，シュテッティーンで音楽を学び，１９０４年
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